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ハ ネ モ 崑 大 細 胞 に お け る 檠 緑 体 移 動 に 及 ぼ す 光 の 効 果

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
 

灘 布 楽 洋 和 、 和 田 俊 司 （東 北 大 ・理 ・生 物 ）

　 　 海 産 の 緑 藻 ハ ネ モ （旦工」L雌 i1＿Lg．Pt−g−gLza．） は 、 静 置 培 養 下 で ば 管 状 の 巨 大 な 単 細

胞 性 の 藻 体 と な り 、 形 態 上 、 直 立 し た 体 制 を 絳 つ thallU8 と 、 基 物 に 固 着 す る

rhizeid に 区 別 さ れ る 。 細 胞 の 両 端 に 性 貿 の 異 な る 生 長 先 端 （thallu8 兜 端 、

rhlzoid 先 端 ） を 持 っ ハ ネ モ 細 胞 内 の 葉 緑 体 の 移 勁 は thallus 、　 rhizold 両 先 端 方 向

に 移 動 す る も の が 圖 時 に 存 在 す る 多 棄 型 の 運 勸 を 示 す 。 阻 害 剤 処 理 と 電 顕 観 鏤 （D 、

さ ら に 抗 es
− tubulin モ ノ ク ロ 抗 体 を 使 っ た 間 搬 蛍 光 抗 体 法 （2）に よ り 、 ハ ネ モ の 葉

緑 体 の 移 勦 に は 微 小 管 が 関 与 し て い る と 考 え ら れ る 。

　 　 前 回 、 青 色 光 に よ り 葉 緑 館 移 動 が 減 速 す る こ と を 報 告 し た hS　． 今 回 は 大 型 ス ペ

ク ト 冒 グ ラ フ 共 同 利 用 実 験 と し て 、 膏 色 光 に よ る 葉 緑 捧 の 滅 速 効 果 の 光 強 度 依 存 性

及 び 、 滅 速 効 果 の 光 黶 依 存 性 に つ い て 検 討 し た の で 報 告 す る 。

　 　 ハ ネ モ 細 胞 を 65i｝nm 鉗 ／m2 の 赤 魚 光 下 で 箭 処 理 後 、 岡 様 の 赤 色 光 を観 察 光 と し

な が ら 刺 激 光 を 1 分 間 パ ル ス 照 射 し 、 そ の 後 の ihaHu9 内 で の 葉 緑 体 の 速 度 変 化 を

個 々 の 葉 緑 体 に っ い て 追 跡 し た e

　 　 刺 激 光 と し て 蘭 伽 鷓 の 青 色 光 を パ ル ス 照 射 し た と こ ろ 、 葉 緑 体 移 動 速 度 は 照 射

直 後 か ら 急 激 に 減 速 し た （右 國 ） 。

450nm の 青 色 光 に お い て 轟 蠶 子 數 　 （ 30
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驪 べ た と こ ろ 、 減 遠 躑 △ V ／Vo （図 中 3
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の 挿 入 鰺 照 ） は 、 灘 澱 子 歡 1 〜 10  

… 1／M ・／・ ・ c で W ・ … − F ・ c … r 艦 葺
則 に 従 う こ と が わ か っ た 。 照 劔 賻 間 31c

1 分 で の 閾 剃 激 は 光 母 子 数 　 0。06

μ mol ／m2 ／8ec で あ る 。

　 　 更 に 、 330 〜 ？15nm の 光 を 刺 激 光 　　 0 　 2 　 4 　 6 　 8 　 10 　12 　 14 　16 　1a 　20

と し て 粉 間 の パ ・レ ス 鯆 腑 い ・
　 パ ル ス 嬲 。 潔 懃 巍

の

そ れ ぞ れ の 葉 緑 体 の 減 速 串 △ V／V 。 よ 　　　　 　 （葉 緑 体 10〜 i2 個 の 平 均 と 橡 準 偏 差 ）

り 減 速 効 果 の 光 質 依 存 性 を 驪 べ た ．　 5eo ・m よ り 短 波 長 の 光 が 減 速 に 有 効 で あ り ・ 350

nm と 435nm に ピ ー ク を も ち 、 400 、 495nm 付 近 に 肩 が 存 在 し た 。 赤 色 光 の 効 果 と し て

は 730nm で は 十 分 な 光 強 度 を 得 ら れ な か っ た た め 、 715nm で 検 肘 し た が 減 速 効 果 は 検

出 出 来 な か っ た e

　　 ま た 、
ハ ネ モ 細 胞 は 還 心 処 理 に よ り 葉 緑 体 の 分 布 を 片 es ら せ る こ と が 出 来 る ・

熱 体 の な い 部域 に 艶 光 を 局 部 照 射 し s こ の 近 傍 に 照 射 後 再 移 動 し て く る 辮 体

の 速 度 変 化 に っ い て も 検 射 を 進 め て い る 。

　　な お 、 大 型 ス ペ ク ト ロ グ ラ フ の 利 用 に あ た っ て は 古 谷 雅 樹 教 授 。渡 辺 正 勝 博 士 ・

久 保 田 守 氏 に い ろ い ろ と 援 助 し て い た だ い た 。
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